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本書は，走査電子顕微鏡についての最新の知識と技法を網
羅的に紹介することを目的として編纂されたものである。そ
のため執筆者は60名以上に及んでおり，取りあつかわれて
いる材料も多岐に渡っている。
構成は，第1章―走査電子顕微鏡の原理と構成，第2章―
像の形成，第3章―走査電子顕微鏡の操作・像表示・記録，
第4章―走査電子顕微鏡の多機能化と関連技術，第5章―生
物科学への応用，第6章―材料科学への応用の6章からなる。
すなわち第1章から第4章において走査電子顕微鏡の原理と
操作を記述し，第5章と第6章で観察する対象ごとに固定法
やクリーニングなどの技法を紹介している。
第1章から第4章では，多くの図と観察実例を表示して，
走査電子顕微鏡の基本的な原理と基礎的な操作を，初心者に
も分かるように詳細に解説している。
第5章―生物科学への応用では，最初に「生物試料の基本
処理法」と「種々の試料技術」として，基本的な行程の記述

があり，その後に試料別の技法が紹介される。ここで対象と
されているのは，動物組織と，培養細胞，胚・胎仔，硬組織，
寄生虫，昆虫，植物，真菌，細菌，ウィルス，食品，化石（恐
竜の骨細胞の観察）である。植物の項は，器官・組織表面の
一般的観察法と，レプリカSEM法による表面観察法，花粉
の観察法，植物組織内の観察法に分けられている。またこの
章では，生試料の観察法と，低加速電圧走査電子顕微鏡法や
クライオ SEMなどの特殊な観察法も紹介される。
第6章―材料科学への応用では，一般的な技術解説のあと，
金属材料と，セラミックス，炭素材料，半導体材料，高分子
材料，磁性材料，複合材料が扱われており，木材はこの高分
子材料の項で扱われている。
本書には，植物に関する記述はかならずしも多くないが，
人類までも含めた第四紀の環境史を解析するうえでは，今後，
参考となる技法が見いだせるであろう。
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